
天明中学校区小中一貫教育カリキュラム　Vol.3　（案） 令和7年4月修正

ＰＬＡＮ 目標達成のための手立て 小中一貫教育カリキュラム「天明教育プラン」

GOAL 目標・目指す姿・育成したい資質・能力

ＤＯ 具体的取組、スケジュールなど

年度 学校タイプ 自律した学びの推進 ＥＳＤの推進

R4

R5～R8

○ＰＢＬの実践的研究

　・授業づくりのための小中合同研修会

　・合同授業、合同行事等の実施

○ＥＳＤの実践的研究

・地域理解、自然・環境、人権、福祉を

　核としたＥＳＤのプラン作り

・先進事例を参考にした実践的研究

R9～ 義務教育学校

○ＰＢＬの実践的研究

・5・6年の教科担任制の実施

・小集団の活動を生かしたＰＢＬ授業

○ＥＳＤの実践的研究

・学校行事との関連を生かした系統

　的・計画的なＥＳＤの実施

・異学年交流、地域や関係機関等の

　連携等を生かしたＥＳＤの実施

○小中一貫教育目標の設定

　・課題を含む現状を整理し、目指す姿を共有

○小中一貫教育カリキュラム「天明教育プラン」の検討

小中一貫型小

学校・中学校

ＣＨＥＣＫ ・ ＡＣＴ 各学年の取組の評価、改善等

小中一貫教育目標 ふるさとを愛し、心豊かにたくましく、自ら未来を拓く活力に富んだ子の育成

育成したい資質・能力

・ 対話する力（伝える力、聴く力）

・ 主体的に行動する力

（気づく力、チャレンジする力、やりぬく力）

・ 認め合う力（他者を受容する力、高め合う力）

・地域に貢献する力（地域とつながる力、地域に発信する力）

目指す子ども像

【自主】 自ら考え、判断し、行動できる子ども

【協働】 対話を通じて、他者とともに新たな価値を生

み出す子ども

【貢献】 集団の一員としての自覚をもち、リーダーシ

ップを発揮する子ども

小中一貫教育カリキュラム「天明教育プラン」

◆つながりを重視した教育を展開します

・発達段階に応じた資質・能力を系統的・

組織的に育成します

・地域と連携し、異年齢の子どもや地域の

人々との交流活動を行います

◆目標達成に向けた取組の2つの柱

②ＥＳＤの推進①自律した学びの推進

育成したい資質・能力と「天明教育プラン」との関係

※自律した学びの推進・・・全学年において、ＰＢＬ（課題解決型学習）と生徒指導の三機能を生かした授業を実践する。Ｒ９年度からは、５・６年において

乗り入れ授業と交換授業を生かした教科担任制による授業を行います。

※ＥＳＤの推進・・・体験的活動を黄色で表示しています。Ｒ４～Ｒ８年度については、各小学校の生徒の実態、地域資源の状況等に応じて取り組みます。

・取組後すぐに確認・評価

①天明校区校長会 ②職員会議

・修正案を整理し、計画を修正

①職員会議 ②天明校区校長会 ③保小中連携の日 等

4月 全職員で共有Ｇ

2月～3月Ａ

3月～4月Ｐ4月～2月Ｄ

7月～2月Ｃ

資料１

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

自律した学

びの推進
ＰＢＬの推進

地域理解

自然・環境

福祉

人権

国際教育

取組の柱　＼　学年

身の周りから不思議を見つけ、自分で

考え表現し、できたことやわかったこと

を振り返っている。

地域の中から課題を見つけ、自分と周

りの考えを比べ、結果をまとめ伝えてい

る。

課題を設定し、解決方法考え、よりよい

解決方法や考えを検討し、自分のこと

ばで結果をまとめている。

課題解決に向けて根拠をもち、視野を広げて考え、自分で

納得する方法で表現し、問題解決を自分事ととして取り組

んでいる。

ＥＳＤの推進

地域の魅力発見

生き物・ホタル

米作り

田植え体験

平和学習

山・川・海のつながり

天明のまちづくり

将来の生き方

ＳＤＧｓ 身のまわりの課題 ・ 世界共通の課題

職業体験

環境保全

ホタル・炭焼

き体験身のまわりの自然と変化

学校や地域の人々

町たんけん

野菜作り

地域の産業「農業・漁業」

干潟体験

地域の歴史・人々 自分の生き方地域の自然

水俣に学ぶ

日本の文化

かかわる つながる 貢献する 創造する

お年寄りに遊びを学ぶ

福祉施設訪問

車いす体験

人にやさしい町づくり

平和学習

県外の歴史・文化

天明PR

緑川見学

地域の自然


